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広大 ･理論研 阪 上 雅 昭
インフレー ション宇宙モデルは初期宇宙 (t～10~34sec)での相転移により起こる宇宙の指数画数的























functionalgのコヒー レンスが失なわれることを意味する.つまりpurestateVが mixedstate に




その自由度について Trace(coarsegraining)をとった reduced densitymatrix pr｡d を考え,
この非対角成分が減衰することを示す｡environmentの自由度を積分 した βr｡d を考えることが重要で
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で reduceddensitymatrix βred のふるまいを調べよう｡ここでⅩ振動子が秩序パラメタ,R振動子
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ただし t-0では全系の densitymatrixが Ⅹ振動子の density matrix % (o) とR振動子のそれ
βB(0)の積になっているとし
〟(o)- βA(0)βB(0) (8)
さらにR振動子は t-0で基底状態であったと仮定した｡また(5)式の SAは Ⅹ振動子に対する action
である｡
J-function (5)の被積分歯数の第1項で, SAの部分は x振動子の freemotionによる時間変化,
♂(7-S)を含む部分は environmentを積分したため生 じた量子補正を表わしている｡ これらの項は
I'V
densitymatrixの phaseの変化を決めるのに対し,第2項は βの amplitudeを変える｡ここで第2
項が Ⅹ振動子に対応する2つの変数の差 Ⅹ(T)-Y(7)の functionalになっていることに注目する必
/'~ヽJ
要がある｡この事実は第2項が reduceddensitymatrix β の非対角成分を減衰させる可能性を示唆
している｡
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今の場合 actionはX,Yについて2次であるのでゆらぎからの寄与は Bの高次でかつ Jの引数 x-





























































ds2- -dt2+｡2(t)d2x , a(t)- ｡Ht
での2つの conformally coupled masslessscalarfield ¢,符からなる action
S〔¢,7]-∫d4Ⅹ√『 巨 言 gpy∂p¢∂y¢一旦 ¢2- α¢甲212
-i gpvapか∂,符-旦 72･J=12 (14)








- expl一 丁 ∫音 声 I--dTdse3HrQA-k(丁)Im紳 F(T,S)e3HsQAk(S)〕 (15)
で与えられる｡ここでは結合定数 αが小さいとしてで場を積分する時にαの2次までとり高次の項は無視
した｡また ImZkは 甲場の積分により現われる self-energyの imaginarypartで, 平場に対して t
-→ -… で conformalvacuum を設定すると



























E(Ⅹ)→ γ+lnx+盲 i (Ⅹ→ 0) (21)
/ー＼ノ
からわかるように tが大きくなるとスペクトル変数αの積分をする前からβの非対角成分を減衰させる効










従って(22)式は kphysが horizonの大きさH~1を超えたあたりでスカラー場 ¢の reduceddensity
/､ヽノ
matrix β(¢,¢′)の非対角成分が急激に減衰することを示している｡
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